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画像センサーによる測定では、黄色枠で示したとおり、上流（A）の水面～水深 1.5m 付

近及び下流（C）の水面～水深 2.5m において懸濁しており、下流側の水面は、浮上した汚

泥が薄層状に滞留（浮遊）していた。  

 水質分析の結果、水面及び水深 1.5m の硝酸性窒素は、下流（C）に向かうほど減少する

傾向を示し、浅草北処理水（参考）に比べて下流（C）で 1.0mg/L 程度低くなった。また、

底部では、硝酸性窒素、亜硝酸性窒素がほとんど不検出となった一方、アンモニア性窒素

は浅草北処理水（参考）に比べて 1.3mg/L 程度上昇した。 

以上のことから、浅草北では、底部に堆積した汚泥が無酸素若しくは嫌気状態となり、

処理水の亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素が脱窒し、窒素ガスとともに汚泥が浮上したものと

推定される。 

しかし、本調査は限られた条件から推定していることから、今後は様々な条件で同様の

調査を重ねることで、汚泥浮上の原因がより明確になると考えられる。  

4.5 水処理運転への応用検討（流入扉開度調整による挙動確認）  

 浅草南 12-4 号池では、汚泥浮上が短期間に多く発生したことから、汚泥浮上のない 12-

1 号池と比較するため、画像センサーを用いて両池の汚泥堆積状況を調査した（図 13）。 

その結果、12-1 号池(流入扉開度 25％)は底面に汚泥堆積がほとんど確認されない一方、

12-4 号池(流入扉開度 15％)では汚泥堆積量が多く、両者に偏りが見られた。  

 

12-4 号池では、流入水量が多いことによる汚泥量の増加に加え、水面積負荷の増大に伴

う沈降性悪化により汚泥浮上が発生した可能性が考えられたため、画像センサーを活用し

て流入扉の開度調整による汚泥堆積状況の変動を確認した（図 14）。 

図 13 浅草南 12 号池の水面及び汚泥堆積状況 

表 2 水質分析結果 

※1）水面から 1.5ｍ地点で採水した。  
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12-4 号池について、流入扉開度を 15%から 0％に変更した結果、沈降不良が見られた汚

泥が徐々に沈殿し、35～40 分後には堆積汚泥量が増加、50 分後に汚泥界面が明確化、60 分

後に上澄水の透明度の改善が見られた。翌日には一旦汚泥堆積量は減少したが、その後、

汚泥浮上が再び発生した。理由としては、滞留時間が長くなり脱窒が進むことで窒素ガス

とともに汚泥が浮上した可能性が考えられた。そこで、流入扉開度を 0%から 5％まで上げ

たところ、汚泥堆積量と汚泥浮上量ともに改善傾向が確認できた。  

一方、流入扉の開度調整直後や開度を大きくした際に、越流堰壁面付近のみ、数十セン

チ程度の汚泥塊の浮上が度々確認された。底部の測定画像には変化がなかったことから、

流速の急激な変化により越流堰の下部や壁面に付着していた汚泥が剝れるなど、別の原因

で汚泥浮上が発生したのではないかと推測される。  

以上のことから、画像センサーは、水処理の運転変更時（流入扉開度調整）など、汚泥

の処理状況及び良好な上澄水を得るための条件把握に応用することができると考えられる。 

 

5. まとめ 

 本調査より、以下の知見が得られた。  

・画像センサーは、汚泥の堆積や上澄水の懸濁状況を捉えることができる。  

・画像センサーは、3 ヶ所程度（上流、中流、下流）の測定で、従来法に比べて短時間かつ

少ない作業労力で二沈全体（ 1 池）の可視化が可能である。  

・汚泥かき寄せ方式によって、汚泥堆積量や上澄水の懸濁状況に違いがある。  

・水質分析及び画像測定による測定結果から、汚泥浮上の一因として、沈殿池底部での脱

窒現象が考えられる。 

・流入扉開度調整により、汚泥堆積量や上澄水の懸濁状況に大きな違いが表れる。  

・画像センサーは、汚泥の沈降分離及び良好な上澄水を得るための運転条件の把握に利用

できると考えられる。 

 

今後は、長期連続測定による経時変化や運転変更時（レシプロの速度調整など）の処理

状況の把握に画像センサーを活用し、汚泥浮上の原因究明及び処理水質の更なる安定化に

役立てたい。 

図 14 流入扉開度変更による汚泥堆積状況（浅草南 12-4 号池） 

 

※白枠内はフライトを意味する  
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